












































要  約:

 厚生省心身障害研究のデータベース化を目指して,報告書のあり方,それを利用するため

の情報機器,通信機器の設置状況等を研究班に属したことのある研究者や自治体の母子保

健の専門管理職などを対象にした研究者(専門家)版,保健所,保健センターなどの現場(実

務家)版の 2種類の調査用紙を作成し,配布,実施した。その結果,1)報告書は参照されてい

れば,有効な資料となっていること,2)班員はフロッピーによる提出におおむね賛成である

こと,3)データベース化が望まれていること,4)情報機器は整っているが,通信機器をはじ

めとする通信環境がとくに現場において貧困であることなどである。これらの結果に基づ

いて報告書並びにデータベースの作成に関わるいくつかの提案を行った。


